
完了

実　績 完了

クミチジ山避難道路の整備工事

目　標

完了

阿波連線東避難道路の整備工事

目　標

事業期間中の
成果目標

成果目標（指標）

進捗状況

H29年度

波左間避難道路の整備工事

実　績 完了

目　標 完了

完了

実　績

Ｌ＝68m
整備工事

実　績
Ｌ＝68m
整備工事

クミチジ山避難道路：L=68m

目　標

Ｌ＝13m
整備工事

実　績
Ｌ＝13m
整備工事

村道阿波連線東避難道路：L=13m整備工事

目　標

執行状況の説明 事業計画通り執行を行った。

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

H29年度

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

Ｌ＝130m
整備工事

実　績
Ｌ＝130m
整備工事

波左間避難道路：Ｌ＝130m整備工事

目　標

執行率（％）(B/A) 100.0% 100.0%

うち
交付金充当額

39,960 39,960

うち
交付対象事業費

49,950 49,950

Ｂ．執行額 49,950 49,950

Ａ．最終予算額 49,950 49,950

負担 □ その他（　　）

Ｈ２９年度 総事業費

事業内容
津波等の災害発生時に、住民等が高台へ素早く避難できるようにし、安全の確保を図るため、避難道等の整備を行う。
・避難道（階段）を、渡嘉敷地区に2箇所、阿波連地区に1箇所設置。
・各地区に、避難場所案内板を5箇所、誘導標識を10箇所設置。

実施方法 ■ 直接実施 □ 委託 □ 補助 □

平成 年度 沖縄振興基本方針 Ⅲ-10-(２)
29 該当箇所

担当部課名 総務課
事業実施
年度

市町村名 渡嘉敷村

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【事業完了後】

事業名 避難道整備事業 沖縄２１世紀ビジョン 第３章－２－(4)－イ

基本計画該当箇所 災害に強い県土づくりと防災体制の強化



今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

【H30年度】
・訓練開催時のみでは無く、日頃から広報やホームページ等を活用して村民・観光客等への周知を行う。

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・本事業において、避難道及び避難場所誘導標識を整備したことにより村民
並びに観光客等の避難場所経路の拡大・周知につながり、実際に避難にか
かる時間の短縮に繋がった。

【H30年度】
・村民全員が避難訓練に参加するということは、とても困難な事ではある
が、継続して訓練を続けていくことで避難場所及び避難経路の周知並びに
避難時間の短縮に繋げて行く必要がある。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

状
況
説
明

【H30年度】
・平成30年11月に実施した「平成30年度沖縄県広域地震・津波避難訓練」の際に、本事業にて整備した避難所を含む8箇所にて避難に要
する時間を計測したところ、平均時間13分であり、目標を達成することができた。

【　年度】
・

【　年度】
・

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

成果目標（指標） 達成／進捗状況

□ 中期にわたる事業効果

20分

実　績 13分

H30年度
■ 後年度に発現する事業効果 目標/発現年度

【平成30年度成果目標】
村民及び観光客が参加する避難訓練時の避難に要する
時間の短縮
（整備前24分→整備後20分以内）

目　標



船舶課

第3章－３－(12)－(ア)

観光リゾート産業の振興

～平成

28

H29.4月供用開始

観光ポータルサイト及び船舶WEB予約システ
ムの構築

目　標

担当部課名

基本計画該当箇所

沖縄振興基本方針 Ⅲ－１－(1)

観光ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ・船
舶WEB予約ｼｽﾃﾑ
構築

観光ﾎﾟｰﾀﾙｻｲﾄ・船
舶WEB予約ｼｽﾃﾑ
構築完了

44,598

48,238

92.5%

35,677

事業期間中
の予算額
・執行額
【単位:千円】

H28年度 H29年度

執行率（％）(B/A) 84.9% 100.0%

24,030 24,208

Ｂ．執行額 20,390 24,208

うち
交付金充当額

16,311 19,366

事業期間中の
活動目標

活動目標（指標）

達成状況

総事業費

Ａ．最終予算額

乗船券発券・精算（クレジット決済含む）システ
ムの構築完了

目　標 完了

実　績 完了

44,598

うち
交付対象事業費

20,390 24,208

実　績

執行状況の説明

・H28年度は、委託の入札残1,458千円及び委託契約額22,572千円に保守費用2,182千円が計上されていたた
め、当該保守費用について交付対象事業費から除外したことから、予算額よりも対象経費が減となり、約15％
の不用額が生じた。本交付金事業としては、当該保守費用を除外した20,390千円で執行した。
・最終的な執行率は92.5％となり、概ね計画的に執行できた。

H28年度 H29年度

4台

実　績 4台

実　績

観光情報発信用デジタルサイネージの導入

目　標

乗船券発券・精算ｼ
ｽﾃﾑ構築

実　績 乗船券発券・精算ｼ
ｽﾃﾑ構築完了

乗船券発券・精算（クレジット決済含む）システ
ムの構築

目　標

完了

実　績

H29年度

平成29年4月からの観光情報配信及び予約ｼ
ｽﾃﾑ供用開始に向けた事業の着実な実施

目　標 H29.4月供用開始

成果目標（指標）

進捗状況

H28年度

観光情報発信用デジタルサイネージ導入完了

目　標

完了

事業期間中の
成果目標

市町村名 渡嘉敷村

その他（　　）実施方法

事業実施
年度

年度
該当箇所

事業内容

・渡嘉敷村の観光振興のため、多様化する国内外観光客のニーズに対応した魅力あふれる観光情報等の配信を実施し、新規観光客
の獲得と外国人観光客へのサービス向上を図る。また、観光客の最初の受け皿となる船舶を利用する際の利便性向上やサービス向上
のため、インターネットを活用した予約システムの構築を図る。
・観光客等の利便性を確保するため、観光情報等を港待合所等で効果的に発信できるようデジタルサイネージを導入、また予約システ
ムと連動したクレジット決済可能な発券・精算システムを構築する。

沖縄振興特別推進交付金事業（市町村分）検証シート　【事業完了後】

事業名 観光情報配信事業

平成

29

□ 直接実施 ■ 委託 □ 補助 □ 負担 □

沖縄２１世紀ビジョン



【H30年度】
・アンケート調査実施に向けた体制作りを行い、利用者の利便性の確保されたかの検証を行う。

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・新システムの導入により、職員の業務内容変更及び人員の確保ができな
かったことや、初期導入によるシステム運用上のトラブル等もあり、アンケー
ト調査を実施することができなかった。

【　年度】
・

【　年度】
・

【H30年度】
・システム運用における職員の習熟度の向上に努めるとともに、早急にア
ンケート調査における体制作りを行う。

状
況
説
明

今後の取り組み方針（関連・同種事業へのフィードバック等）

H30年度
R1年度

目標/発現年度
□
■

達成／進捗状況

事業完了後の取り組み

事
業
完
了
後
の
成
果
目
標

【　年度】
・

【H30年度】
・アンケート調査を実施することができなかった。

未実施

【平成30年度成果目標】
観光客等を対象にアンケート調査を実施し、利便性が確
保されたか（確保されたとの回答割合80%以上）を含め、
本事業のあり方を検証する。

目　標 80%

【完了後】事業効果等の確認
（施設利用状況、効果発現状況、外部環境の変化等）

【完了後】改善措置等の検討
（事業効果の更なる向上等）

実　績

目　標

80%

実　績

成果目標（指標）

中期にわたる事業効果
後年度に発現する事業効果


